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１ 概 要 

 

（１）開催日時と会場 

    令和５年 11月１８日(土） 19時００分～２０時３０分  

オークホール（研修室） 

 

（２）参加者数 

１６名 

 

（３）参加議員数 

    1０名 

副議長 合戸 精一 

議員   池口 大和 

議員   緒方 裕子 

議員   櫻木 秀二 

議員   白石 雄二 

議員   武貞 誉裕 

議員   中嶋 浩二 

議員   永沼 嘉代子 

議員   山本 徳和 

議員   吉木 清文 

※ほか議会事務局 3名 

 

（4）式次第 

・開会 

・議会からの報告 

① 議会の役割 

② 第４回カタリ場の経過報告 

・テーブルトーク 

『どうする添田町！』 

・アンケート 

・閉会 
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（報告者 中嶋浩二議員） 

 

（報告者 武貞誉裕 議員） 

 

２ カタリ場～未来会議～のふり返り 

（１）議会からの報告 

   ① 議会の役割  

議会の仕組みや４つの役割、日々の活動について説明を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ※当日資料抜粋。詳細は１１ページをご覧ください 

  

 

   ② 第４回カタリ場の経過報告  

   前回（令和４年開催）のカタリ場でいただいた意見の問題解決に向け、令和５年に担当

委員会で重点的に調査・研究を行った事項を含め、その経過を報告しました。 

 

◆令和５年の重点取り組み事項 

・新設の小中学校について  

担当委員会：総務文教常任委員会 

        武貞(委員長)、山本（副委員長）、池口、緒方、吉木、畠田 

・英彦山周辺観光施設    

担当委員会：産業厚生常任委員会   

  中嶋(委員長)、白石（副委員長）、櫻木、永沼、合戸 

 

    

 

   

 

 

 

 

                       

 

 ※当日資料抜粋。詳細は１２ページをご覧ください 
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（２）テーブルトーク 

『どうする添田町！』をテーマに、小中学校新設後に廃校となる５校（津野・落合・中元寺・

添田・真木）の活用方法なども含め、５つのグループに分かれて対話をしました。 

さまざまな意見や提案に、議員が回答や説明を行ったり、参加者同士で解決策を考えた

りしました。  

  ① グループ分け 

  ② 会場の様子 

 

 

 

   

 

③ 対話の振り返り（発表） 

各テーブルでどのような対話が行われたのか、その内容を発表し共有しました。 

  

 

   

グループ１ 
参加者４名 

議員２名（武貞・櫻木） 
グループ４ 

参加者４名 

議員２名（緒方・永沼） 

グループ２ 
参加者３名 

議員２名（合戸・池口） 
グループ５ 

参加者４名 

議員２名（吉木・白石） 

グループ３ 
参加者３名 

議員２名（中嶋・山本） 
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３ ご意見とその対応 

各テーブルで出た意見や提案を集約・分類し、その内容を全議員で共有しました。 

また、いただいた意見等に対する回答をまとめ、回答ができないものは、継続して調査・研

究を行うことを決定しました。ご意見に対する議会からの回答や説明は、その場で行ったもの

と後日に調査して行ったものがあります。 

   

（１）まとめまでの手順  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ご意見と回答   

◆空き家対策・定住 

ご意見 回答 

空き家撤去の助成金をつけてほしい 
空き家撤去の助成は行っていません。要望とし

て、担当課に伝えます。 

 

◆人口減少 

ご意見 回答 

人口減少に、どう取り組むのか 

人口バランスに配慮するとともに、定住や子ど

もを産み、育てたいと思えるように、妊娠、出

産、子育て、教育において切れ目のない支援

体制の構築を目指します。  

 

 

● 参加者の意見を聴く。 

● テーマについて対話する。 

● 各テーブルで出た意見を担当した議員がまとめる。 

 

 
● 全てを集約し分類する。 

● 継続して調査・研究する項目に分類。 

● 議員全員で共有し、回答をまとめる。 

● 執行部（行政）へ「テーブルトークのまとめ」を渡し、

課題等の共有を図る。 

● 報告書を作成。 

● すぐに回答ができないものは、継続して調査研究を

行う。 

● 継続調査について、年度ごとで進捗をまとめる。 

住民と議会のカタリ場

～未来会議～開催

会場のまとめ

全員協議会にて

議会でのまとめ

所管する委員会で

継続して調査・研究
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◆防災 

ご意見 回答 

災害の予防に関する取り組みは 
令和４年に改定した「地域防災計画」にそって、

取り組みを進めています。 

 

◆交通（ＪＲ、バス） 

ご意見 回答 

BRTで沿線に何かしらの効果がでているのか

調査を 

現在調査中で、その調査結果を検証し、今後

の地域振興の方策に反映していきます。 

BRTを活用した施設のイベントを 

令和６年度は、BRT 運行一周年記念イベント

を計画しています。県プロジェクト事業も予定

されていて、沿線市町村が連携し、取り組んで

いきます。 

 

◆農林業  

ご意見 回答 

山林をどう活用するのか 

伐採後に苗木を植え、循環型サイクルを形成し

ています。町有林は家具用の木を育成し、買い

取りまで連携しています。 

 

◆観光・活性化 

ご意見 回答 

マルシェやワークショップなど、人が集まる機会

や、集まりやすい場所をつくってはどうか 

提案として受け止め、担当課に伝えます。現

在、津野地区でモデル事業として、小さな拠点

づくり事業を実施しています。 

スポーツや芸術活動がもっと活発に、充実でき

るような手立てを考えてほしい 

町民が、スポーツや芸術活動、健康保持・増進

に取り組めるよう、体育協会や各種団体と連携

しながら事業を展開していきます。 

ふる里まつりは歓遊舎ひこさんで開催を 
開催場所は歓遊舎ひこさんも含め検討してい

きます。 

歓遊舎ひこさんの駐車場は利用しにくい 
「再整備ビジョン」を策定し、周遊動線を検討し

ます。 

歓遊舎ひこさん前の河川整備（階段設置）を 
担当課に確認したところ、河川を管理する国土

交通省と協議中とのことです。 

歓遊舎ひこさんの出品者が高齢化している 出品者協議会で解決策を検討しています。 

ひこさんホテル和・しゃくなげ荘跡地の状況は 

ホテル和は指定管理者が決定しましたが、施

設の改修はまだです。しゃくなげ荘の跡地はア

ウトドア施設を検討中です。 
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◆子育て支援 

ご意見 回答 

新しい小中学校開校後に使用する学童保育所

は、どこに建てるのか 

令和６年５月までに「放課後児童クラブ基本計

画」を策定し、方針を決定します。 

保育園の現状と今後は 
施設の劣化や園児数の減少により、３つの保育

園を統合することも検討しています。 

 

◆学校のこと 

ご意見 回答 

新しく編成される通学バスには、対象の全ての

生徒が乗れるのか 

通学バスに乗る必要がある児童・生徒は把握

しています。通学学校運営支援部会で学校区

別に、乗車場所や時刻などを検討しています。 

廃校後のピアノの活用をどのように考えている

のか 

使用できるピアノは新校舎に持っていき、それ

以外は旧校舎に置き、必要に応じて活用を検

討します。 

学習でタブレットの効果的な活用を 

保護者との連絡などには、スマートフォンをも

っと活用してほしい 

タブレットは、各学校で効果的な活用方法の研

修を進めています。休校のお知らせなど、保護

者との連絡は「子育てネット」から配信していま

す。そのほかの方法は現在検討中です。 

 

◆廃校利用 

ご意見 回答 

学童保育所にできないか 

役場内で検討会議を実施していま

す。今後は外部の人を含めた「協議

会」を設置し、地域の意見を聴いて

いきます。 

協議会は、まちづくり課が担当し、

廃校の利用も含め、さまざまな課題

をまとめていく予定です。 

コミュニティーの場所に 

ギャラリーのように、住民が作った物を展示・販売しては 

子どもの作品を展示すれば、才能が開花するのでは 

食事処やカフェ、パブなどに利用できないか 

災害時の避難所にしては 

都会の子どもたち向けの寺子屋にしてはどうか 

昔の伝承遊びや、わらぞうりづくり、宿泊、寺子屋 

朝市（軽トラ）の野菜、くだもの、町の特産品などを売る憩

いの場 

寝転んで遊べる公園、グランドゴルフ場、子どもや高齢者

の健康づくりができる場所 

利益をもたらすことを考えては 

添田小学校の跡地は、分譲住宅にして財政を支えるべき 

キャンプ場や地域の集会所、高齢者の働き場などに検討

しては 
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◆その他の意見 

予算を縮小するときには、公共施設の廃止も検討してはどうか 

ふるさと納税にフォレストアドベンチャーをいれては 

町は全ての動きが遅い 

BRTで観光名所があれば徐行運転をしたらどうか 

BRTで増えた乗客を逃がさない工夫を 

BRTの時刻表も町民はまだわかっていないので周知を 

中元寺から川崎方面に大型トラックがスピードを上げ走っている。住民への説明と安全対策を

とってほしい 

ゆりかごから墓場まで安心して子育て、老後も安心できる町に 

若い人が住みやすい地域に 

バスなど交通手段が少なく、添田町は住みにくい 

添田もまだまだ十分住めるところ。希望を持っている 

学校建設で看板をたくさん設置してもらったことで、地域の安全・安心が守られている 

オークホールの使用料を安くしては 

オークホールでのコンサートが少なくなった。もっと活用を図ってほしい 

大学費用の負担が大きい 

学童保育所は指定管理に出さないでほしい 

保育園バスもあるので、保育園を統合してもよいのでは 

子育て支援で人口増加を 

子どもにインフルエンザワクチンの補助をしてほしい 

クアハウスをもっと有効活用するべき 

南阿蘇村ではアスパラガスを栽培し、大きな収入を得ている。添田町でも芋を植え、焼酎を作

る所に収めるなどしてはどうか 

添田公園で花や鳥を楽しむ取り組みを 

鹿、イノシシ等、鳥獣問題への取り組みが必要 

英彦山以外の観光名所を 

英語を話せるガイドさんが必要 

インバウンドに向け、SNSの活用を図る 

紅葉や花見で観客が来るが、食事場所がない 

添田町（英彦山）の歴史と観光、食を結びつけた取り組みを 

まちの名所がない。人が通過している 
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（３）町（行政）との共有 

       いただいた意見は、課題の早期解決に向け、執行機関である町（町長・教育長・各課長）

と共有を図りました。 

 

   

    

                             

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月２８日、役場内会議で共有 

 

４ 今後の取り組み（重点項目） 

カタリ場で出された意見は分野別に分け、重点的に取り組む事項などを決定しました。担当

委員会で問題解決に向け、さらに議論を進めます。取り組みの結果は、議会広報紙やホーム

ページ、次回のカタリ場でご報告いたします。 

 ◆令和６年の重点取り組み事項 

・新設添田小中学校建設後の学校跡地等の活用 

担当委員会：総務文教常任委員会 

        武貞(委員長)、山本（副委員長）、池口、緒方、吉木、畠田 

・歓遊舎ひこさんを中心とした観光  

担当委員会：産業厚生常任委員会   

  中嶋(委員長)、白石（副委員長）、櫻木、永沼、合戸 

 

５ おわりに 

今回も、ご参加いただきました皆さまから、たくさんの貴重なご意見を聴くことができました。

対話でいただいたご意見を今後の議会活動に活かし、参加いただいた皆さまに、しっかり報告

ができるように努めてまいります。 

議会は、まだまだ多くの声を聴くことが必要です。より多くの皆さまに気軽にご参加いただけ

るよう、広聴活動の内容を検討してまいります。今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いい

たします。 
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６ 添付資料 

① 当日配布資料 

 ◆次第 

  

  第 5回 住民と議会のカタリ場 ～未来会議～ 

 

と き：令和 5年 11月 18日（土） 19:00～  

ところ：オークホール  

  

【次  第】                 【トークルール】  

 

 

 メ モ  

◇相手の話を聴きましょう 

    ～うんうん、なるほど！～ 

 

◇ほかの人の意見を否定しないで 

 

◇多くの人が発言できるようにしましょう 

～話すときは簡潔に～ 

 

 ご協力をお願いします 

 

 

 

 

(1)開 会 19:00～ 

あいさつ  

(2)議会からの報告 19:05～ 

議会の役割  

    第 4回カタリ場経過報告  

(3)テーブルトークに入る前に 19:15～ 

ルール説明  

(4)意見交換（テーブルトーク） 19:20～ 

テーマ「どうする 添田町！」 

(5)アンケート 20:20～ 

(6)閉 会 ～20:30 
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◆議会からの報告 （議会の役割）  
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◆議会からの報告 （第３回カタリ場の経過報告） 
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② アンケート集計結果 

 

・一般参加者数１８名    

・アンケート回収数１８名（回収率１００％） 

 

◆年代を教えてください  

 

  

 

 

 

 

 

◆本日の会はどうでしたか 

 

 

 

 

 

 

その理由 

 

 

 

 

 

よかった 

町の知らない所を知ることができた。 

気軽に話しながら添田について話しあえた。 

町への意見を多く話せたのでは。 

思いのほか知らないことがあり、話を聞けてよかった。 

まごころのこもった熱い話が出る。貴重な意見である。 

まあまあよかった 町のことについて、いろいろな方々と話をすることができた。 

10代 0 人

20代 0 人

30代 1 人

40代 5 人

50代 5 人

60代 3 人

70代 2 人

80代～ 2 人

合計 18 人

良かった 13 人

まあまあ良かった 4 人

あまり良くなかった 0 人

良くなかった 0 人

未回答 1 人

合計 18 人
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◆時間はどうでしたか 

 

 

 

 

 

 

◆本日の会をどうやって知りましたか ※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆議会だよりを読んでいますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議会だよりの感想 

分かりやすくて議員さんを身近に感じられます。 

役場等に行ったときにしか手に入らないので、ときどきしか読めません(40代) 

読みやすく興味深い内容だと思います(40代) 

とても読みやすくなった(70代） 
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◆今後、開催する場合にどのような内容を希望しますか ※複数回答可 

 

 （内 容） 

 

 

 

 

                                                                                                                                         

                                       

（曜 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                            

 

（時間帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今後も機会があれば参加したいと思いますか  
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◆自由記入欄（気づいた点や発言できなかった事、意見、要望） 

初めて参加し、町民の方はやはり町のことを大切に思っているのがよくわかりました。議員の

方々と、このように意見交換をできる場は本当に大切だと思いました。若い人でも、もっと参

加できるような場にできたらいいな(30代） 

カタリ場への参加者がもっと増えるといいですね！話題を出した人が一方的に話し続けて、議

員さんも困っていました。司会をした議員さんお疲れさまでした(40代) 

町民の方でも知らない方がたくさんいて、いろいろな意見が出て、面白く感じました(40代) 

住民と議員の方が直接意見交換できて、とてもいい機会だったと思います。今後も続けていた

だきたいです(40代) 

一緒の班になった人がベテランの人で会議を引っ張っていただき、まとめていただき、大変有

意義な議論ができました(40代） 

初めての参加でしたが、皆さん町についていろいろな考えを持っていて、このように気軽に意

見を言える場があることは良いなと思いました。小・中学校でも添田について考えるキッカケ

となるので、子どもカタリ場も良いと思います(40代） 

定期的(２～３か月に１回程度)行ってほしい(50代） 

各地域の意見交換会ができてほしい(50代) 

年数回が良いと思う(60代) 

議会とはどうあるべきか、町長の職務とは何か？ただいま勉強中です(60代） 

他の方々との意見交換ができ、相手様の思いを感じとることができるなど、コミュニケーショ

ンがとれたと強感している。おつかれさまでした(60代） 

回を重ねるたびに参加者が減っているように思う。子どもたちにもやさしい町にしてほしい。

統合された後の学校生活はどうなるのか(70代) 

時間が少し短かった。廃校になる学校の利用の仕方で、ほとんどの時間を費やしてしまい、そ

の他、町内のことをもって話し合う時間がほしかった(70代) 

誠実な話し合いになるので、すばらしい取り組みと思う(80代） 

添田小学校の跡地は公共団地、住宅団地で活用すること(80代) 

 

 


